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編 集 後 記 に か え て

 ● 今 度 か ら産 研 の 各 研 究 班 が そ

れ ぞ れ 胤 闊 誌 を出 して い くこ とに

した ん だ 。 ど うだ い ， これ を き っ

か げ に オ レた ち の 仕 事 を ま とめ て

い って は ・・… ・と， 佐 野 教 授 か らお

誘 い(?)を い た だ い た の は ，確 か

1974年 の 夏 の とあ る 日， イ リ ノ イ

大 学 労働 産 業 関 係 研 究所 の ラ ウン

ジで で あ った ，と思 う。 当 時 私 は ，

同研 究 所 の博 士 課 程 に在 学 中 で組

織 行 動 研 究 部 門 の ア シス タ ン トと

して， 自分 の勉 強 と他 人(?)の 研

究 の手 伝 い に追 わ れ てい た。 そ れ

で一一一 とい うわ け で も なか っ た ろ

`milが一 一私 の返 事 は 「フ ソ フ ソ」

とい っ た 尺 変失 礼 な気 乗 りの し な

い もの で あ ・った よ らにiih'1意し て い

る∩ そ・れ か ら.{年 ， 結1”う丶丶お誘

い” を受 け たか た ち に な り， こ う

して こ こ に 「オ レた ち の仕 事：」 の

第lFJを ヒ梓 す る次 第 で あ る。

 ● 結 果的 に 本 第1ノ ナは ， 私 た ち

「社 会心 理 学 研 究 班 」 の 仕 事 の う

ち，1二 つ の 「追 跡 研 究 」 プ ロジ ェ

ク トを紹 介す るか た ち と な っ た。

1972年(JRM)と1974年(KAS)

に 始 ま った そ れ ぞ れ の プ ロジ ェ ク

トは ， 現 在 も続 行 中 で あ る。 一一・応

の ま と ま りをみ るに は あ と.∴～ 三

年 は 要す るで あ ろ う。 資 料 を集 め

ては 分 析 し， 分 析 し ては 角 度 をか

.；て また 資 料 を 収 集 す る こ との く

りかえしがまだまだ続 くわけだ。

お前 まだ ドカチン作業 を や って

るノ，よくあきないネエ……など

と私の友だちは言った りする。返

答に窮してにが笑いしている私の

耳もとに， 「実証的研究てのは，

その結果が標準的な教科書の一行

にでもとりあげられれば，それで

よしとするようなモンなんだよね

え……」という声が聞えてくる。

佐野教授の好んで口にされる言葉

(嘆息?)で ある。

 ●お読みになられれぽおわかり

のとおり，本号は，そのほとんど

が既に発表した も の の全而再録

(もちろん少しずつの補筆や加筆

L}あ るが)で ある.こ のため読 ま

れて奇異に感ぜられる箇所 もある

ことと思 う。ことに，“商学部入試

漏洩事件”などを考えれぼ， 「大

学生の自我同一一・性確立過程」モノ

グラフの出だしなどは，今 となっ

てはなんとも皮肉的に 響 い て く

る。それでも特別に書 きかえるこ

とをあえてしなかった。この辺の

算情も汲みとってお読みいただけ

れば編集者としては幸せである。

 ●わが国の 「社 会 心 理 学」や

「組織行動学」はまだまだ “荒野”

に近い。この荒野に挑むフ卩ンテ

ィアーの輩出されんこ とを 願 っ

て，発刊第1号 をおくる，(南隆男)
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